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視覚伝達メディアとしての尾竹国観の「ポンチ」

“Punch" of Kokkan Odake as Visual Communication Media 

窪田美鈴 Misuzu Kubota 

概要

日本画家、尾竹田観(1880年《明治13))-1945年《昭

和20)))は、とりわけ明治後期から大正初期にかけての

時期に華々しい画業を残してきた。しかし、 日本画だけ

でなく、売薬版画や挿絵などを含めた彼の膨大な作画

は、長らく近代日本美術史で、顧みられることはなかったO

一方、近年では、彼の「漫聴」と、子ども向けの「給噺」

が、それぞれ漫画研究と絵本研究から発掘され始めて

いる。筆者は、絵本研究から国観に注目しており、その

際、多領域にわたる彼の作画を、ジャンルを越えて横

断的かっ丹念に追ってして必要があると考える。

そこで本稿は、漫画と絵本の両領域に見られる「ポン

チ」に注目し、 従来の領域の枠組ではなく、視覚伝達メ

デ、イアとしてとらえ、その伝達構造を明らかにすることを

目的とする。対象は、子ども向けの絵噺と、一般向けの

画報に見られる2種のポンチとする。分析は、マス・メデ

ィアの基本事項を軸に、国観のポンチを送り手とみなし、

受け手に、何を、どうし1う方法で伝えるものであるのかと

いう観点により行う。

その結果、国観の二つのポンチは、視覚伝達メデ、イ

アとして、同じ構造を持つことが明らかになった。さらに、

彼の幅広い作画活動に目を配りながら、ポンチの伝達

構造の背景を考察した。それにより、売薬版画や、画

報、日本画の作画活動を背景とした、国観のポンチの

構造の型と機能、描写に顕著な特徴を見出した。それ

はまた、今後、国観の全画業を見直す際にも、さらに絵

本や漫画などのジャンルを見ていく上でも、重要になる

と思われる視点を示すもので、もあった。

キーワード:視覚文化、 尾竹国観、ポンチ、絵本、漫画、

売薬版画、視覚伝達メデ、イア
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Abstract 

This paper discusses the “Punch" of Kokkan 

Odake (1880・1945)， a Nihonga (Japanese 

traditional painting) painter who was active 

since the]¥在eijilatter period to the Taisho era. 

Though he drew other a lot of paintings in 

media of various genres (Ebanashi， Pictorial， 

Baiyaku print etc.)， in addition to many Nihongas， 

his works were hardly hit with light on Japanese 

modern art history. 

In late years his “Punch" has come to attract 

attention in the fields of comics study and picture 

book study. It is because， in his punch， many 

elements characterizing current comics and a 

picture book are included a lot. 

It is my greatest interest to put the works 

which he left in media ofvarious genres in a field 

of vision and approach his real face as a picture 

book painter. To this end， in this paper， 1 put the 

light on his “Punch" in particular， considered 

them as visual communication media， and made 

clear those structures of visual communication. 

The results of this study show that the 

structure of his “Punch" as visual communication 

media is coherently characterized from the 

viewpoints of “pa ttern and function" and 

“description"， which will be detailed in this paper. 

And furthermore， this paper will be suggestive 

when we review the whole of Kokkan's 

achievement. 

Keywords: Visual Culture， Kokkan Odake， Punch， 

Picturθ book， Comics， Baiyaku print， Visual 

Comm unica tion Media 
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はじめに

絵本や漫画とし1えば、今ではその購読者層や表現

形態は実に多様化しているが、これらが学問や研究の

対象として取り扱われるようになったのはごく最近のこと

である。たとえば、絵本の学際的研究を目的とする絵

本学会が1997年5月に設立され、 4年後の2001年より、

日本の近代絵本の通史をはじめて構築しようとした『は

じめて学ぶ日本の絵本史』全3巻が刊行されたその

なかで、明治大正期を扱った第l巻に図版として最も多

く掲載されたのが、尾竹田観(1880年《明治13))-1945

年《昭和20)))の作画である。尾竹国観は、兄の尾竹竹

坂(1878年《明治11))-1936年《昭和11)))とともに、とり

わけ明治後期から大正初期にかけて華々しく活躍した

日本画家であるが、彼はまた売薬版画、絵噺、画報な

どの多様なジャンルに多くの作画を残している。小堀

鞠音2門下として、国観の後輩にあたる安田取彦は、兄

の尾竹竹坂を偲ぶ回想、のなかで、国観の当時の活躍

ぶりを次のように語っている。

令弟園観さんが私には同門の先輩であり、竹坂さ

んも私が鞠音先生へ入門した頃には、先生の家

へよく出入されてゐて・・・・・・その頃の竹坂園観の尾

竹兄弟は、青年作家中の最も動かな存在だ、った0

・・・・・・首時の青年作家の大部分は、 電期の院展3

に出品した。竹坂さんはその頃から、 藤舎と大衆

へと准い関心を持たれてゐたらしく、 聴材にもその

傾向が現れてゐた。時事問題を取扱って、大きい

聴面に駈筆で珊かれたので、曾場では一般的の

人気を緊めて、非常な税痛となってゐたので、あるO

展覧舎の出品の外に、各種の辻科書や雑誌の括

聴の仕事で、普通の人の幾人ぶりかの仕事を、兄

弟で、切りまくって居られたO 家の門には描聴の原

稿を受取りに待ってゐる自縛車が並び、奥ではさ

かんに談笑しながら、細かい版下の筆を休める暇

なく執筆して居られた。

(尾竹永一編『竹坂遺芳』竹坂未発表遺作展

後援会、 1936年)4 

しかし、こうした幅広い活躍にもかかわらず、近代日

本美術史では、彼ら尾竹兄弟の画業は長らく顧みられ

ることはなかったO 筆者は、絵本研究の立場から、とり

わけ国観の絵本画家としての顔を明らかにしたいと考

えているが、そのためには、膨大な国観の画業を、ジャ

ンルを越えて横断的かっ丹念に追ってし1かなければ
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ならなしせ考えている。そこで、国観の画業のピークとさ

れる、明治後期から大正初期にかけての彼の作画に

対する評価を、各ジャンルご、とに概観し、国観がし1かに

多様な顔を持っていたかをまず確認しておこう。

まずは日本画家としての顔である。「日本画家j尾竹

国観の代表作は、 1907年(明治40)に日本初の官設美

術展として創設された文部省美術展覧会(通称「文

展J)の第3回(1909年《明治42)))で二等賞を受賞した

《油断::?>(図1)であると言われており、当時尾竹兄弟

時代といわれるほど最も注目された画家のひとりで、あっ

たが、岡倉天心との訣男iJ5や横山大観ら画壇主流との

争いを一つの契機に、不遇な後半生を送ることとなる。

彼らのこうした経緯に触れ、「挫折Jr不遇」としりたキー

ワードから、尾竹兄弟の日本画の画業をあらためて問う

研究報告がわずかながら見られるようになったのは、

1990年代のことである日本美術院百年史編纂室主

幹の松浦あき子は、兄竹坂に関する論考の冒頭で、

「竹坂は明治三一年に始まる前期日本美術院やその

後の初期文展において写実的な近代大和絵の画風を

もって、弟国観とともに尾竹兄弟時代をうたわれて、画

壇の寵児となった画家で、ある。にもかかわらず、なぜ悲

劇的な運命をたどらなければならなかったのか'J7と問い

かけている。

一方、国観の画家としてのもう一つの顔が、前掲の

「描聴」を含めた多様なジャンルで、の膨大な仕事にある。

天心は「尾竹兄弟のその覇気と潜在する才能の輝きを

認めたうえで、なお錦絵や挿絵で手慣れた技を捨て、

もう一度古典に立ち返り、人間と自然の壮大なドラマの

中で個性の実現をめざすよう衷心より戒めたJ8としづ。

このエピソードに如実に表れているように、彼の手がけ

た作画の種類は、後述する売薬版画をはじめ、尋常小

学読本などの教科書、地方新聞、少年読本などの子ど

も向けの読本シリーズ、読本のおまけの双六、子ども向

けの画帖、絵噺シリーズ、画報などの雑誌類の「描悪」

にまで及び， v'¥わゆるタブロー画家の片手間の仕事と

してこなせるようなもので、はなかった。そしてこれらもま

た、タブロ一重視の近代日本美術史ではその存在自

体が長い間顧みられることがなかった。しかし、現在そ

れらの一部は、次のような細分化された各ジャンルに

おいて発掘、研究され始めている。

まず第一に、売薬版画に関する研究である。売薬版

画とは、江戸後期から大正の頃まで薬売りのおまけとし

て配られ、全国的に流通していた富山の版画の一つで

ある。それらはごく初期を除いて、富山の絵師によって
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描かれ、富山の版元によって富山で刷られていた。前

掲の天心のエヒ。ソードに示された「錦絵」は、この売薬

版画を指しているものと思われる。なかでも、明治20年

代から、石版が本格的に取り入れられる30年代中頃ま

での最盛期においては、現存する作品の半数が、竹坂

国観兄弟の長兄である尾竹国一(1868年《明治元ii-

1932年《昭和7ii)の作であり、彼が代表的な絵師とされ

ている。竹坂と国観の作画期は1891年(明治24)頃から

1896年(明治29)とされ、現存する作画は少なく国ーに

準ずる形ではあるが、新潟生まれの尾竹三兄弟の、富

山で、の活躍がそろって認められている貴重な分野と言

える九しかし、進物(おまけ)としての地方版画である売

薬版画は、浮世絵の亜流とみなされ、現在の浮世絵史

のなかに扱われることはほとんどなし 1100

次は漫画研究の領域である。近年、国観と竹坂の

「漫聴」を画報などの雑誌類から発掘し、注目したのが

清水勲11で、あるO彼はその著書で、東京における漫画

雑誌ブームのはしりであるとする1906年(明治39)2月

創刊のわきよクラブ』と、『寓真聴報j12~こ掲載された彼

らの「漫聴」と題された少数の作画(図2)や、あるいはそ

うした呼称の付されない多くの作画を紹介し、「とくに国

観は漫画家としての素質を十分持っていて世相・風俗

を痛烈に風刺している。明治の漫画家として今までほと

んど紹介されたことのない尾竹兄弟の作品発掘は、明

治の漫画史研究のうえで大きな意味を持つものであ

る。J13と指摘している。このように、国観と竹坂の作画は

漫画として質の高しものと考えられるが、漫画史のなか

に彼らが登場する例はまだほとんどなし1140

そして、現時点で最も新しい領域としてあげられるの

が、絵本研究の領域である。日本の近代絵本史研究

は、ここ数年にようやく手がつけられ始めた領域である15

明治中後期には、「絵本J~v'う呼称がまだ現代的な意

味で定着していなかったため、子ども向けに刊行され

たことが明確な単行絵本として画帖、絵噺が、また絵雑

誌として画報の類が発掘・研究され始めている。そのな

かで、国観と竹坂は奥付に画家の名前が表記される数

少ない例として一際目立つ存在で、ある。絵雑誌では、

1905年(明治38)から1906年(明治39)にかけての現存

が確認できる、近事画報社刊行の『少女智識諜報』に

専属画家として登用され、多くの少年雑誌、少女雑誌

類に彼らの作画がある。筆者が現時点において確認し

たなかで特に著しい活躍が見られるのが、日露戦争を

題材とした二つの絵噺のシリーズで、ある O まず「お伽給

はなしJ16シリーズでは、全編の絵が国観と竹坂の合作

13 

であり、次に「日露戦争ぽんちJ17シリーズ(図3)では、

現存が確認できた4編中の2編の絵を国観が担当して

いる。いずれにせよ、尾竹兄弟をはじめとして、こうし1っ

たジャンルに携わった同時代の画家に関する本格的な

研究は今後の課題であり、近代絵本史研究全体の進

展が待たれる状況にある。

このように、国観は竹坂とともに、 一つには近代にお

いて再評価されるべき「日本画家」として、一つには江

戸期から続く売薬版画の「浮世絵師」の系統として、さ

らには「漫画家」や「絵本画家Jのルーツとして見出され

るべき、多面的な顔を見せ始めていると言っていいだ

ろう。

前述したように筆者は、絵本研究の立場から国観に

注目している。では、国観の多領域にわたる作画をど

のような視点から分析すればよいだろうか。絵本研究に

おいては、絵本を児童文化や児童文学の-領域として

みなす従来の見方ではなく、視覚伝達メデ、イアとして論

じようとする試みが、 1980年代から、現代の絵本を対象

に行われるようになった18 本稿はこうした流れに沿い、

明治期の国観の作画を視覚伝達メデ、イアとして捉え、

[誰に]【何を]【どのように]伝えるものであるのか、とい

う観点から伝達構造を明らかにする。それは絵本にお

いては、現代の日本の絵本界に多大な功績を残してき

た絵本編集者が、「絵本づくりの原点」として「編集者は

何を、誰に、どう伝えようとするのかが最大の問題だJ19 

とする事項でもあり、メディアの特性と質を明確に規定

する基本事項と言えるからである。

そこで本稿においては、膨大な国観20の作画を、「美

術」としての日本画と、それ以外の作画を「視覚伝達メ

ディア」として二つの領域に大別し、後者に注目する。

なかでも、前掲の漫画研究と絵本研究でそれぞれに注

目されている、画報と絵噺との両者に見られる「ポンチ」

u漫画」としづ語が定着する前段階の呼称)に注目し、
「漫画Ji絵本」としづ既存の枠組を越えた「視覚伝達メ

ディア」として捉え、その伝達構造を分析する新しい試

みである。

まず、 1章で国観のポンチを詳述して分析対象を明

らかにした上で、2章1節で子ども向けの「日露戦争ぽ

んち」シリーズを対象とし、 2章2節で一般向けの『寓真

聴報』に掲載された《酉の市ポンチ》を対象とし、それ

らの伝達構造を、送り手側の国観のポンチが、受け手

に対して、何を、どうしづ方法で伝えていたのかとしづ観

点21により分析する。3章は二つの分析結果の考察とし、

国観の幅広い活動に目を配りながら、国観のポンチの
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視覚伝達メデ、イアとしての構造とその背景を明らかにす

る。

1.ポンチ

「鳥羽絵Jr戯れ絵Jrおどけ絵Jr戯画」などと言われ

ていた絵が「ポンチ」と呼ばれるようになったのは、 1862

年(文久2)にチャールズ・ワーグFマン22が横浜で倉Ij刊し、

1887年(明治20)まで刊行された雑誌、 THEjAPAN 

PUNCH 23 ~こ由来すると言われている。 この雑誌はイギ

リスで1841年7月に創刊された滑稽な絵入り週刊誌、

Punch(創刊号から第5巻まで、はPunch;or， The London 

Charivari)に範をとっている。1875年(明治8)にワーグ

マンに洋画の手法を学び、日本伝統の錦絵に西洋画

の技法を取り入れた光線画で知られる小林清親が、

『園園珍聞，]24~こ政治ポンチを連載しはじめたのが1882

年(明治15)で、日清戦争時には戦争ポンチも描いた25

明治後期になると、ポンチというタイトルをつけた小冊

子本が子ども向けを中心に数多く刊行され流行し、 一

般向けの雑誌にも「ポンチ」と付された作画が多く掲載

された。1905年(明治38)に石版色刷を多用した斬新な

漫画雑誌『東京ノミック，]26を創刊した北津楽天は、「ポン

チ」としづ言葉が低俗な戯画の代名詞になってしてと、

ポンチを欧米諸国のカートゥーンに匹敵するものにしよ

うと、そのスタイルを「漫画Jと称し、「ポンチjと区別する

と宣言した。「楽天漫画は西洋ポンチのマネだJとあか

らさまに批判する者もいたが楽天はつねに欧米ジャ

ーナリズムの漫画を研究しそれを見習った27このように、

「漫画」に比して「ポンチ」は蔑称としてのイメージを強く

持たれるようになる。まだ「漫画」としづ呼称の定着して

いなかった明治30年代の「ポンチ」の流行期には、その

呼称が一般向け、子ども向けともに調刺や滑稽の象徴

として多用された。

それでは、国観が手がけたポンチにはどのようなもの

があるのだろうか。まず、明治・大正期の子ども向けの

本を多数所蔵する、大阪府立国際児童文学館、神奈

川県立近代文学館、東京都立多摩図書館、及び国立

国会図書館で「ポンチ」と題された画帖、絵噺を確認し

たところ、国際児童文学館所蔵の以下の3点が確認で

きた280

-尾竹田観画、石原万岳案『日露ぽんち給噺日

本勝捷山』 富山房、明治37年3月24日。

・尾竹国観画、石原万岳案『日露恭戦ポンチ東郷

大購のおてがら』富山房、明治38年9月4日。
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-尾竹国観画『教育給噺海水浴ポンチ 二人いた

づら』富里昇進堂、刊行年不詳。

これらは、日露戦争期における写真製版技術の実

用化などの印刷技術の進展を背景に、多色刷りの大型

本で多数刊行された子ども向けの絵噺の一つであり、

従来一般的に見られた、粗悪な紙に墨刷りを基本とし

た簡易な造本の小冊子本(図4)と一線を画していた29

一方、国観は一般向けの画報にも「ポンチ」を描いて

いる。前述のように日露戦争期の印刷技術の進展の恩

恵を受け、ヴィジュアル面で、充実したメデ、イアが、「定期

警干IjJ r臨時警干IjJとし1うかたちで多数刊行されている。

国観のポンチは特にそれらに掲載されている。現段階

で確認できたものを以下に記す。まず、『日露戦報，]30

の定期増刊として刊行された『軍園聴報，]31の「時局漫

聴Jr時局ポンチ」を、第1巻から竹坂が担当している。
さらに、その『軍園聴報』の継続後誌にあたる『帝園聴

報，]32では、「時局漫聴」とともに「ポンチjを描き、第3年

第6巻(明治40年5月)の《博覧会ポンチ》が竹坂と国

観の合作、第3年第7巻(同年6月)の《恭軍大偲記念

ポンチ ~ (図 5) 33が国観単独の作画である。そして、漫

画研究の注目する雑誌として前述した、 1906年(明治

39)1月創刊の『馬真聴報』では、「嘗世漫聴」や「ポン

チ」を描き、第1巻第2編(明治39年2月)の《嘗世漫聴

滑蔵紫員十種~ (図2) 、第 1巻第4編(同年3月)の《嘗

世漫藤 美醜榛面鏡》、第1巻第6編(同年4月)の《

議員買牧(ポンチ) ~ 、第 1巻第8編(同年5月)の 《 嘗

世漫聴 相撲八狂》 、 《花火と蛇(ポンチ) ~ 、第1巻

第17編(同年11月)の《酉の市ポンチ》がある34

現段階で確認できたこれらの国観のポンチのなかか

ら、本稿では、 冨山房刊行の子ども向けの「日露戦争

ぽんち」シリーズと、博文館刊行の一般向けの『烏真悪

報』において、タイトルのなかに「ポンチ」と組み込まれ

た国観単独の作である《酉の市ポンチ》とを分析対

象とする。次章では、これらを対象に視覚伝達メデ、イア

としての構造を分析する。

2.視覚伝達メディアとしてのポンチの構造

2.1.子ども向け「日露戟宰ぽんち」シリーズ

本節で対象とする「日露戦争ぽんち」とは、国観が単

独で絵を担当した、前掲の富山房35刊行の『日露ぽん

ち給噺日本勝捷山』と『日露恭戦ポンチ東郷大購の

おてがら』である。本節では、後者のなかの4場面目 《

金州半島ノ封算》を中心に、「日露戦争ぽんち」につ
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いて論じることとする36 まず、『日露恭戦ポンチ東郷

大蹟のおてがら』の概要を簡単に記しておこう。

日露戦争が終結を見たポーツマスで、の講和会議が

1905年(明治38)9月のことであるから、同年9月4日刊

行の『日露恭戦ポンチ東郷大臆のおてがら』は、日本

中が勝利に沸き立つまさにそのなかで、日本の勝利を

東郷大将のおてがらとして、子ども向けにいち早く刊行

したものと言ってよい。また、主要海戦の戦闘経過を中

心として展開するこの絵噺の概要については、刊行2ヶ

月後の同年11月、同富山房刊行の『帝園聴報』に掲載

された「新刊批評Jを参照したい。

O日露戦争ポンチ東郷さんのお手柄

富山房殺行のポンチ絵本は、趣向といひ、給聴と

いひ、印刷製本とし1ひ、この類の魁けで、天下の

お子浅たちに歓覇されて居るが、今度設行の東

郷さんのお手柄は相蟹らず、名名案珍諜無類の

出来である。まづ初めに旅順の攻撃が寝耳に水

雷で、スタルク胆たまをひしぐところより、俳人けんで

水雷お餓砲に露助の腰を卦かしめ、マカロフのお

だ、ぶつから金州夜島の封拾、 旅順のおとし玉には

東郷乃木雨大賠が祝杯を奉げ、東郷ネキタイ、東

郷カラーには世間の大税痛を現はし日本恭の恭

戦の前には、鬼さんこっちで、マカロフをおびきょ

せ、愈々大恭戦となるや、バルチック艦隊を人形

芝居に仕立て、幕をあけ見ると艦隊の人形はメチ

ャメチャ。そこで千秋楽には、東郷大顛捕獲船を

提げ、存虜を引っばって来て、「御安心あれ、お

みやげもごわすてJと園民の歓迎を受けて寓

歳々々 O あ〉東郷大賠の偉動我が恭軍の大攻は

とても楳艶の給や文章では現はせず、これをポン

チに仕組んだは、奇想妙案とし1ふべし。全体が石

版数同刷の美麗な本で定債拾参銭

この版元による批評の言葉を借りると、『日露恭戦ポ

ンチ東郷大顛のおてがら』に特徴的な構造は、次の

ようにまとめることができる。

【誰に1<天下のお子様たち〉に

【何を】〈東郷大蹟の偉動我が恭軍の大攻〉を伝えるた

めに

【どうやって】日露戦争の旅順攻撃や日本海海戦など

の実戦を、〈普通の給や文章〉ではなくて、(鬼さんこっ

ち〉ゃく人形芝居に仕立て〉るなどして(図5左上・図6)、
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〈ポンチに仕組んだ〉ものである。

このように、実際の戦局を、巧みに子どもの遊びや娯

楽などの関心事に〈仕立て〉るとしづ特徴的な手法が見

出せる。一方、 4場面白の《金州半島ノ封算~(図7) と

9場面白の《日本恭ノ大恭戦~(図5右下)は、巨人に

〈仕立て〉られたと思われる軍曹たちが軍艦に足をかけ

海をまたぐ図として描かれている。しかし、この巨人像

になにか意味があるのかどうかは定かではない。そこで、

この表現の構造を《金州半島ノ封算》の図に注目し

て分析し、「日露戦争ぽんち」の視覚伝達メデ、イアとし

ての構造を明らかにしていこう。

《金州半島の封算》は、東郷が2隻の船に足をの

せ海をひとまたぎにする巨大な大男として描写され、

「旅順モ大連モフクロノネズミヂャ。JIダイブポケット

ガフクレテキタ。Jと、ポケットに多くの船を拾い上げる、

見るからに滑稽な図である。まずは、国観がこの場面に

描こうとした当時の時局を見ておきたい。

日清戦争後、日本の海軍力は飛躍的に増大し総

計26万トンを保有したが、ロシアも旅順口を中心

に19万トンに及ぶ太平洋艦隊を配備していた。大

陸での陸戦を勝利に導くためにも、制海権の確保

は日本海軍に課せられた至上命令で、あったOその

ため緒戦における旅順口奇襲、閉塞作戦の末、

太平洋艦隊を撃破することになる。東郷平八郎率

しも連合艦隊のたび重なる攻撃もあまり成果をあ

げず、ロシア艦隊は港内深く引きこもった。そのた

め行ったのが、ロシア艦隊封じ込めの閉塞作戦で、

ある。閉塞作戦は、幅270メートルの狭い港口に汽

船を沈めロシア艦隊の出撃を妨害しようとしづ苦肉

の策で、あった。(図8)日本軍は閉塞隊員の決死的

活躍で、 3次にわたり17隻の船を沈めたが、ロシア

艦隊を完全に封じ込めるとし1う目的は達せられな

かった。37

こうした時局を踏まえて《金州半島ノ封算》を見ると、

東郷が大きくまたぐ海域の奥には、右から「大藍JI旅

)1頂JI金州」と表記され、船を閉じ込め次々と捕獲する様

は、旅順口閉塞作戦をモデ、ルに描いた太平洋艦隊撃

破の場面であると思われる。国観は、ロシア艦隊を封じ

込める実際の戦局をモチーフにしたものの、その視覚

化には実写からははるかに遠い、巨大な大男となった
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東郷が船を拾いあげる図で描いたということになる。し

かし、この滑稽な構図には、国観の単なる思いつきで

はない周知のイメージがあったO

かつてエーゲ海のロードス島の港に、巨大な青銅の

アポロ像がそびえ立っていた。本来はニューヨークの

自由の女神のような直立像だ、ったが、紀元前3世紀に

倒壊したと伝えられる。港の入口をまたぐような姿で知

られているが、これは後世の伝説的・空想的イメージで

ある。日本に伝えられた世界七不思議のイメージのな

かでも、ロードス島の巨人像はもっとも頻繁に描かれ続

け、近世の日本人に最も親しまれた西洋世界のランド

マークで、あった(図9)38
0 こうしたイメージは多くの浮世

絵師に踏襲、変形されて数多く視覚化されていた(図

10)。

こうしたイメージの踏襲は、和漢の古典文学や故事

などを当世風俗に置き換えて描き出す、基本的に日本

に古来より伝わるく見立て〉の手法であると言える。辻惟

雄39は、見立てを「江戸時代の美術、なかでも絵画が、

遊びとの関わりで用いている二つの特徴的な方法」の

ーっとし、「主題の本来の意味や内容のすりかえに関

する手法で、これの遊戯性の5齢、ものは、西洋でいう

パロデ、ィーとほぼ同じ意味になるJ40と述べている。

浮世絵では、浮世絵前期の展開に貢献した奥村政

信らがこの見立ての手法を「機知的で酒落た主題操作

として積極的に取り入れJ、鈴木春信はその「趣向をよ

り洗練されたものに昇華し」、「観賞者はその原点を解

き当てたり、置き換えの機知や酒落た感覚に感心した

りしてこれを楽しんだJ410題材は、遊里や芝居としりた

風俗を中心としたが、時代は下り、 1859年(安政6)の開

港によって、国を揺るがす幕末維新期の激動期を迎え

ると、開港地横浜の新風景や幕末の政治的な諸事件

から新しい主題を得て、時事報道の側面を持ち始める。

幕府を対象に据えた調刺画を得意とした幕末の奇才

歌川国芳、国芳門下で最後の浮世絵師とされる月岡

芳年、国芳門下であり狩野派の系譜もひいた河鍋暁斎

ら明治期前半まで活躍した浮世絵師たちが、異国風俗

や異国への抵抗感、尊王壌夷の世相などの時事を歴

史的な事柄に暗喰的に見立てた形で、遊戯性を強く

持つ痛快なパロディーや調刺の趣向を強く持つように

なっていた。《朝比奈島あそび~ (図 10) を描いた五雲

亭貞秀も、まさしく幕末維新期の珍しい異国風俗など、

様々な文化が流入した横浜の様子を描き出した横浜

絵で知られる浮世絵師で、 《朝比奈島あそび》も、朝

比奈42の怪人イメージに見立てて誇張したパロディー
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性の強い痛快な作品で、あった。こうした朝比奈をモチ

ーフとした異国のランドマークとしてのイメージは、幕末

から明治初期を中心に、多くの絵師によって、 《朝比

奈島あそび~~朝比奈島わたり 》などと様々に趣向を

変えて描かれ、多くの子どもが目にしたであろう絵草紙

にも同タイトルのものが多数刊行されており、子どもた

ちにも周知のイメージで、あったと言える。

以上のことを考え合わせると、 《金州半島ノ封算》

は、港を守るように囲いこんだ狭い玄関にそびえ立ち、

港の番人・港の象徴・ランドマークとして江戸期から広く

伝わる異国の伝説イメージを、大要塞を備えた旅順の

港に特徴的な狭い地形に結びつけ、ロシア側から見た

異国の怪人としての日本の連合艦隊の象徴である東

郷平八郎に巧みにパロディー化したものと思われる。

実際は苦戦しながらもなんとか勝利をおさめた戦局を、

「旅順モ大直モフクロノネズミヂャ。」とばかりに軽々と

船を持ち上げ、次々にポケットに封じ込める誇張した表

現によって、東郷の強さとおてがらを強調したもので、

特に幕末維新期のパロデ、ィー性の強し、浮世絵と同様

の構造を持つものと言える。

さらに描写方法について見てみよう。『日露恭戦ポン

チ東郷大蹟のおてがら』の巻頭(図5右上)に掲載さ

れたのは、東郷本人の写真である。こうした写真(図

11)は、日露戦争時に画報などの多くのメデ、イアに掲載

されており、 一般に広く知れ渡っていたと思われる。そ

れを踏まえて「ポンチjの東郷(図7)を見ると、伝統的型

に見立てられた東郷は、実は写真からイメージを得たと

推測される、本人を忠実に表現したものであることが分

かる。これらのことから、この図は視覚伝達メディアとし

て次のような構造を持つものと言えるだろう。

【誰に】〈天下のお子様たち〉に

【何を】〈東郷大購の偉動我が恭軍の大攻〉を伝えるた

めに

【どうやって】子どもたちに親しみのある伝説の怪人イメ

ージとしづ周知の型を借用し、タイムリーな戦局にもと

づいた現実イメージを取り込んで、それを現物に忠実

に描写することにより、実際の戦局に見立てて日露戦

争の勝利を誇張する手法で、時事をパロデ、イー化した

ものである。

したがって 《金州半島ノ封算~ (図 7) も 《 日本恭ノ

大恭戦~ (図5右下)も、本節冒頭で述べたように、実

際の戦局を巧みにく鬼さんこっち〉ゃく人形芝居〉など
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の子どもの遊びゃ関心事に〈仕立て〉た方法と同様の

伝達構造を持つものと言える。また、写真(図11)を利

用した描写は、同じ伝統的型を使用した《日本恭大恭

戦~(図5右下)や《露園ノアヤツリ人形》の場面の上

村隊長の描写(図6右頁、 一番左の隙聞から覗かせる

顔)にも顕著である。このように日露戦争や東郷にもと

づいた現実のイメージを取り込み、現物に忠実に表現

する描写は、『日露恭戦ポンチ東郷大顛のおてがら』

全体に見られる特徴でもある。水雷(1・2・3場面白)や

軍服(1・4・7・8・9場面白)、軍服(5場面白以外全場面)、

東郷ネキタイ43(5場面白)など各場面に見られる。した

がって、『日露恭戦ポンチ東郷大顛のおてがら』は主

要海戦の戦闘経過を中心として展開するものであるが、

その際、戦争を実写的に描くのではなく、子どもたちに

周知のイメージに見立てて、日露戦争や東郷にもとづ

いた現実のイメージを取り込んだ写実的手法で描いた

ことがその特徴と言える。

同様に、そうした伝達構造と描写の特徴は、『日露ぽ

んち給噺日本勝捷山j(図12)にもあてはまる。この場

合、全体の話の筋自体が、日露戦争の戦局を子どもに

親しみのある昔話の一つである「かちかち山」の敵討ち

の話に見立てて、時事をパロデ、ィー化した構造になっ

ている。たとえば、図版として掲載された場面は、「モト

ヨリセイギノウサギノグンカン。 タイホースイライ

ウチカケテ、ナサケモヨーシャモナミノソコ。 イヂ

ワノレワシモモロトモニ タヌキノフネヲシ

ヅメタリ。 日本カイグンパンパンザイ。」と、日本側

の〈セイギ〉のウサギが、ロシアを象徴するタヌキを軍艦

もろとも沈め日本軍の勝利を称える場面である。これは、

昔噺としての「かちかち山Jのラストシーンでウサギがタ

ヌキを泥舟もろとも沈め、敵討ちを果たす場面に見立

てたものであり、周知のイメージとしての泥舟を、日露

戦争時に実際に使われた軍艦(図8)として描写して、

日露戦争としづ時事をパロディー化したものである44

したがって国観の描いた子ども向けの「日露戦争ぽ

んち」シリーズは、時事そのものを題材にした『日露恭

戦ポンチ東郷大蹟のおてがら』も、昔噺を題材にした

『日露ぽんち給噺日本勝捷山』も同様の伝達構造を

持っていることが分かる。つまり、視覚伝達メデ、イアとし

て見立ての構造を持った「日露戦争ぽんちJシリーズは、

その際モチーフとして子どもに親しみのある周知の型

やイメージを借用し、タイムリーな日露戦争の現実イメ

ージを取り込んで、現物に忠実な描写で、時事を誇張

してパロディー化したとしづ特徴をもっていると言えるだ
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ろう。

2.2.一般向けの「画報』における《酉の市ポンチ》

国観の《酉の市ポンチ~(図 13) は、 1906年(明治

39) 11月8日発行の『属真悪報』第1巻第17号に掲載さ

れた。描かれたのは次のような情景である。「酉の市」と

呼ばれる市で、下膨れの女の顔の面が売り出され、男

たちがそれを興味津々に見上げている。一方の女性は

その状況をよく思っていなし1ょうである。図の左に添え

られた「何んでも流行の世の中なれば、こんな熊手が

出たらさぞ面白からう」としづ一文から、その女の面は熊

手にくっついたものであることが分かり、また、国観が面

白さを伝えようとしたことも明らかである。女が「あらまー

憎らしい人を熊手にしてさ」と肱いているところを見る

と、彼女らはその熊手を自分に置き換えて見ているとい

うことであろうか。

この図を読み解くためには、まず酉の市について知

っておく必要があるだ、ろう。西の市45とは、冬の代表的

な年中行事で、毎年11月の酉の日に行われる鷲(おお

とり)神社の祭礼である。11月最初の酉の日を、「一の

酉」と呼び、 12日ごとに以下「二の酉Jr三の酉」と呼ん
だため、年によっては「三の酉Jは行われなかった。酉

の市といえば縁起物の熊手が名物で、飾り熊手と呼ば

れ、宝船・米俵・千両箱・お福面・戎大黒・鶴亀などの

あらゆる縁起ものがついている。また、熊手はもともと祭

礼に立つ農具市の商品で、あったが、物をかき寄せるこ

とから幸福や富を集める道具に見立てられた46。当時

の「酉の市」の様相を伝える写真(図14)が、前掲の『帝

園董報』第1年第2巻(明治38年11月)に掲載されてお

り、お福面のついた縁起ものの熊手が所狭しと並ぶ様

が写されている。これらのことから、描かれた女の面は、

酉の市の名物のお福面の熊手であることが分かる。

以上のことを踏まえてもう一度、《酉の市ポンチ》を

見てみよう。酉の市が開催されるちょうど11月始めに掲

載されたタイムリーな題材であり、左に添えられた「今

月は三の酉の市があるjとの一文から、今年は三の酉

まで行われる年にあたることが分かる。また《酉の市ポ

ンチ》は、多くの縁起物のついた熊手のなかでも、お

福面の飾り熊手だけを選び、それを「女学生」や「花

魁」などの現実の女性に置き換えたものであることが分

かる。したがって、 《酉の市ポンチ》は、タイムリーな

縁起物であるお福面の普遍的型を、女学生など当世

の若い女性のあらゆるタイフ。にパロデ、ィー化した構造を

持つもので、あると言える。「何んでも流行の世の中なれ
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ば、こんな熊手が出たらさぞ面白からうjと面白さを伝え

られるのも、逆にいつの時代も変わらず流行のない、

庶民の周知のイメージとしての縁起物を型として用いた

からこそと言えるだろう。

また、幸福や富を集めるとされる縁起物の熊手を、

「晩婚式」の女性にパロデ、ィー化するとはなかなかの皮

肉で、しカもオチのように左上隅の目立たぬ場所にあ

るところが面白い。その皮肉は、お福面だけではなく学

生カッフ。ノレの描写にも見られるO若い女性のお面に気

をひかれる男子学生をひょろりとたよりなさそうな風体

に、他方いまいましそうな顔で彼を引張る女子学生を

たくましく表現することで、当世の女の強さも皮肉って

いるように見える。たくましく描かれた彼女は一見女学

生に見えないが、流行の髪結いにリボン、そして袴は

明治30年代より女学生に流行したスタイノレ47で、あり、『日

露恭戦ポンチ東郷大蹟のおてがら』の《東郷ネキタ

イ》の場面と同様、人々の'憧れるファッションの流行を

敏感に取り入れて描写されていることが分かる。

さらに注目すべきは、写真に写された西の市の様相

と、国観によって視覚化されたそれとの格差で、あるO こ

の写真がいつ撮られたものであるのかは不明であるが、

日露戦争期に写真が実用化されたことを踏まえると、こ

の写真が掲載された明治38年近辺の年代に撮られた

ものであると推測することは可能である。人々のファッ

ションに注目すると、国観の描いた《酉の市》は、 一

般大衆の日常着ではなく、庶民の憧れとも言える、 一

部の人々だけが身にまとうことのできた流行の最先端

のモチーフばかりを視覚化したものであることが分かる。

これらのことから、 《酉の市ポンチ》は視覚伝達メデ、イ

アとして、「日露戦争ぽんちJシリーズと同様の次のよう

な構造と特徴を持つことが示されたと言えるだろう。

【誰に】一般庶民に

【何を】酉の市の様相を面白く伝えるために

【どうやって】庶民の生活に根付いた年中行事の縁起

物としづ普遍的型を借用し、流行の最先端にあるタイム

リーなイメージを取り込み、実際の酉の市の様相を誇

張して当世風俗や流行をパロデ、ィー化したもので、あるO

つまり国観のポンチは、子ども向けの場合も、 一般向

けの場合も、受け手で、ある対象者にとっての周知の型

やイメージを借用し、受け手の欲する流行や戦局情報

などの現実にもとづいたタイムリーなイメージを取り込

み、それを現物に忠実な写実的手法で描写することに
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より、時事、風俗を誇張してパロディー化するとし1う構

造を持つものと言えるのである。

3.考察

前章において、 子ども向けと一般向けのポンチの、

それぞれの視覚伝達メディアとしての構造を分析した

結果、それらは同様の構造を持つものであることが示さ

れた。本章では、その視覚伝達メディアとしての構造を、

さらに視野を広げて、他のジャンルにおける国観の作

画との関連性に触れながら、国観のポンチの構造の成

立の背景を考察し、そこから示唆されることがらについ

て述べる。

型と機能

まず、国観が見立てに借用した型やイメージに注目

しよう。前章では、それらがそれぞれの受け手にとって

の周知のイメージで、あったことが示された。以下に、両

者のイメージを再確認しながら国観の他の作画活動と

の関連性を考察する。2章1節で述べたように、『日露恭

戦ポンチ東郷大顛のおてがら』の《金州半島ノ封算

》と《日本恭大恭戦》の2場面に示されたロードス島

の巨人像のイメージの踏襲は、浮世絵に多用されたも

ので、あった。国観のポンチは、そのなかでも横浜絵の

《朝比奈島めぐり》に顕著な、幕末維新期に特有の

時事を誇張してパロディー化する伝達構造を持った。

実はその横浜絵は、国観が一時期携わった売薬版画

においても、幕末期に富山の絵師によって描かれてい

たことが次の一文から窺える。

売薬版画の主題48~こは実用性(暦絵、喫斗絵な

ど)と娯楽性(名所絵、役者芝居絵など)の二面性

が指摘されている。このうち、実用性のある主題が

描かれたことが、売薬版画の一つの特色とし、えよ

う。また、この時期49は娯楽性のある主題のうち、

名所絵(1東海道五十三次」など)が盛行した。さら

に、幕末期になると横浜絵が登場する。これら名

所絵や横浜絵を含む守美の作品に、広重や国貞

などの作品からの引用が見られる・・一一。50

一方、 2章2節で分析した《酉の市ポンチ》の型とな

った縁起物も、売薬版画に多用されたイメージで、あっ

た。実用性のある主題が特徴的な売薬版画では、福神

をモチーフとした多くの図が歴代の絵師たちによって

視覚化されている。特に、財貨に縁がある福神の戎や
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大黒をべアで描いた売薬版画は多し ¥51 そして、《酉

の市ポンチ》の型となったお福面(おかめ)をモチーフ

とした売薬版画も描かれている(図15)0すなわち、国

観がポンチで借用したイメージは、彼が一時期携わっ

た売薬版画のモチーフで、もあったので、あるO 現段階で

筆者の確認した国観の売薬版画は役者芝居絵(図16)

のみであり、ロードス島の巨人像を踏襲したイメージや

福絵などは確認できない。しかし、国観が当時富山で

多く目にしたと思われる売薬版画に、富山の絵師によ

る横浜絵と、国ーや竹坂による大黒、戎、七福神(図

17)、宝船などを描いた福絵が多数確認できることから考

えても、国観がポンチで見立てに借用したイメージの源

泉に売薬版画があることはほぼ間違いないと思われる。

また、視覚伝達メデ、イアとしての国観のポンチが、受

け手にとってのタイムリーな関心事を、受け手に周知の

イメージで、見立てる構造を持った背景を考える上で、も、

売薬版画との結びつきは見逃せなし1ものである。売薬

版画の、浮世絵と区別される特有の機能として注目す

べきは、「絵紙を、薬屋さんは土地柄によって相手によ

って使い分けていたJ52としづ売薬版画特有の情報伝

達機能である。それに関して次の二つのエピソード53を

紹介したい。一つ目は、明治年間の売薬行商人が、大

正時代で、も忠臣蔵は上演されなかったとしづ戦国時代

からの吉良の領地を訪れた際に、お得意に差し出した

絵紙にまつわるエピソードである。その絵紙がたまたま

忠臣蔵の芝居絵で、あったために「こんな絵紙を持ち歩

く薬屋さんなら薬はし1らない」と、得意先の主人に置袋

と絵紙を突っけんどんに返されたとしづ。二つ目は、近

代工業の先駆けとなった当時最先端の製糸工場を背

景とした「蚕製造場の図J(尾竹国一画、小泉版、明治

20年代前半)にまつわるエヒ。ソードで、ある。正面に大き

くクローズアッフoした二人の女性を配したその作品を見

た古い売薬さんは、「この絵は飛騨地方のように、娘を

製糸工場の労働者として送り出していた地域の得意先

に配ったものだ、ろうな。娘が元気で働いていることを伝

えようとしたのだろうJと、その感想を聞かせてくれたとい

う。坂森はこのエヒ。ソードから興味深い指摘をしている。

情報の伝達機能が指摘される売薬版画のなかでも、

「時事報道のような社会的な情報だけではない、もっと

個人的な情報=消息を伝えるとしづ機能jを指摘し、

「当然のことながら、売薬版画では特定の個人のことを

伝えることは不可能です。しかし、得意先の家族は、版

画を眺めながら自分達の想う人に重ね合わせていたの

かもしれません」と述べている。
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そうした売薬版画の受け手となったのは、山深い山

村をも含めた全国の子どもや庶民である。薬を売るとい

うシビアな目的を背景として、それぞれの受け手に喜ん

でもらえるように、何よりも多様な受け手のニーズに応

えることに勉め、そうしたニーズが敏感に作画に反映さ

れたのが売薬版画であるとしづ見方ができるだろう。つ

まり、受け手にとってのタイムリーな関心事を、それぞ

れの受け手に周知のイメージに見立てる伝達構造を持

つ国観のポンチは、そうした売薬版画に特有の情報伝

達機能を継承したものとみなして考えることができるだ

ろう。

描写

2章で述べたように、国観のポンチは、浮世絵に見ら

れた伝統的な見立ての構造を持ち、そこに多用された

イメージを借用したもので、あった。ここでは、国観がそ

れらを視覚化する際に、現実にもとづいたイメージを取

り込んで、現物に忠実な写実的手法で描写した背景に

ついて考察してみたい。

「日露戦争ぽんちjシリーズは、タイムリーな日露戦

争にもとづいたイメージを取り込んで、現物に忠実に描

写されたもので、あったO 日露戦争期には、時事報道とし

ての役割を担った浮世絵は日清戦争を最後の光吉と

して消滅しつつあり、代わってその役割を担った新たな

視覚伝達メディアが、画報や新聞に膨大に掲載された

写真や、写真を利用した「括聴」である。国観は竹壊と

ともに、そうしたメディアにおいても戦争画54を膨大に残

しており、それがポンチを描く際にも影響を及ぼしてい

るものと考えられる。以下に、日露戦争期の時事報道メ

デ、イアにおける国観の作画について述べてして。まず

は、日露戦争期の時事報道メデ、イアの特徴を、日清戦

争期のそれと区別して示す。

日露戦争期になると様相は一変する。陸軍の写

真班は、公式記録写真だけでも五千枚を撮影し

たとしづ。これは、日清戦争の撮影量のおよそ二

十倍にあたる。海軍も独自の写真撮影を手懸け、

独自の写真集を公刊している。また、民間では、

『日露戦争写真画報』や『征露写真画帖』など写

真を主体とする戦争雑誌が主役の座に座ってしま

った。日露戦争の絵葉書が爆発的に流行したこと

も忘れてはならない。社会は戦争写真氾濫とし¥う

様相を呈したのである。55
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日露戦争期の日清戦争期と区別される特徴は、写

真の飛躍的な普及である。民間の「写真を主体とする

戦争雑誌Jとして掲げられた『日露戦争潟真聴報j56は

10万部もの売上を突破した57~ 日露戦争責記j58の定期

増刊であり、国観はそれに登用された画家として一際

目立つ存在で、もある。そこには、従軍画家による戦争

画が、最先端の印刷技術を駆使して、「彩色烏真版」

「彩色石版聴J(図18)r時局襲譜」などと称され、現実

の戦局を撮影した写真が「光津烏真版Jr最新潟真銅

版」などと称されて雑誌の目玉として数多く掲載された。

国観による数多くの作画の中から一例をあげると、 1904

年(明治37)10月8日刊行『日露戦争窮真諜報』第8巻

の巻頭を飾る《敵陣漸く乱る:?>(図19)は、目次表記に

よるところの「彩色寓真版」である。ここで使われている

「烏真」は、「フォトグラフィー」としての写真ではなく、迫

真的な表現を意味し59、「彩色腐真版」とされた同図は

色刷りのリアリスティックな絵で、あることがアピールされ

たものと言える。こうしたリアリスティックなイメージは、日

露戦争期の戦争画に特に求められたもので、あったO た

とえば、同年5月刊行の『軍園聴報』第2巻に掲載され

た《慶瀬中佐三度び杉野兵曹長を捜す》は、閉塞作

戦にちなんだ場面を題材としたものであるが、ポンチの

場合とは異なり、国観はその臨場感をダFイナミックな構

図で実写的に描いている60。こうしたリアリスティックなイ

メージで表現しようとする意識は、同時期の日本画家と

しての活動にもやはり現れている。国観は、兄竹坂らと

ともに、 1904年(明治37)6月15日から、「戦争展覧会」

を開催しており、その模様は、『美術新報』第3巻第7号

の記事となってしも。

近時の日本美術院に、あきたらずして、別に一旗

械を立てんため此頃尾竹竹坂、尾竹田観、高橋

広湖、信近春城等諸氏により組織される国画会は

去る(六月)十五日より七月 一日迄上野公園五号

館南部に於て戦争展覧会を開けるが、同会は近

来錦絵其の他に誤謬甚しき戦争画あるを遺憾とし、

陸軍省に請いて砲車、大砲、地雷火等の諸武器

を実地に寓生し、又は実戦の説明を聞き取りたる

によりて画題に参酌し揮蓋したるもののみ集めた

るものにして、何れも水彩画的日本画の額面に

各々新面白を発揮し得たる所あるが如し、其の主

なる出品には左の諸点外百数十点及びポンチ絵

等あり。

尾竹竹坂 水雷夜撃、及び旅順攻撃、金州城砲
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兵陣地、鴨緑江畔、南山の突貫鉄条網の破壊

尾竹田観一軍司令部前進、衛生隊担架収容、コ

サック騎兵潰走

高橋広湖一広瀬中佐の最後、ベトロパウスク爆沈61

記事に記された、国観らが行った現物写生や実戦の

聞き取りによる戦争画の制作は、当時の従軍画家が行

った方法62と同様で、あると言っていい。また、前章で示

されたように、ポンチの軍曹の肖像を描く際に行われた

と推測される、写真から絵画を作る方法も、同時代の画

家が絵画制作の際に用いた手法であることが、近年明

らかにされている63 これらのことから国観は、時事報道

としての浮世絵に取って代わった、日露戦争期の新た

な時事報道メデ、イア等の最前線で、近代絵画を制作し

た同時代の画家が行った手法と同様の方法で戦闘場

面を描いていたと言えるだろう。つまり、国観は、こうし

た同時代の画家が頻繁に行っていた現物写生や写真

の利用を、ポンチの視覚化の際にも取り入れていたと

いうことになる。前掲『美術新報』の記事は、それを裏付

けるものでもある。記事によると、出品された作品は「水

彩画的日本画」と「ポンチ絵等」とある。そもそも、この

戦争展覧会の開催は、「近来錦絵其の他に誤謬甚しき

戦争画あるを遺憾とし」たことに端を発している。したが

って国観は、日本画だけでなく同様に出品した「ポンチ

絵」にも、現物に忠実な写実的手法を取り入れたものと

考えられる。

またその一方で、前掲の記事は、国観が、ポンチと、

時事報道メデ、イアや日本画とを描き分けていたことを示

す興味深し1ものでもある。まず、国観の「日露戦争ぽん

ち」シリーズの戦闘場面の構造を簡単に確認すると、そ

れは、浮世絵や売薬版画に特有のイメージを借用し、

伝統的な見立ての手法で時事を誇張してパロディー化

したもので、あった。一方、記事によれば、同時期の日本

画として制作された戦争画は、「錦絵其の他に誤謬甚

しき戦争画があるを遺憾としJて描かれたものである。

すなわち、国観は同時期に、「戦争画」として「誤謬甚し

き」ものとした「錦絵J(浮世絵)の手法を、ポンチの戦闘

場面を描く場合には有効的手法として取り入れていた

とし1うことになる。それにより、国観は、時事報道として

の戦争画と、ポンチの戦闘場面とを明確に区別し、メデ

ィアの性質や目的に応じて、その手法を明確に使い分

けていたことが示唆されるのである。

したがって、本稿で見てきた国観のポンチは、時事

報道メディアや日本画における表現とは明確に区別し
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た上で、時事・風俗を、受け手にとっての周知のイメー

ジに見立てて、幕末維新期の浮世絵に特有の、時事を

誇張してパロデ、ィー化する遊戯'1主を継承した伝達方法

を持つものと言える。一方で、その描写は、時事報道メ

デ、イアや日本画と同様に、同時期の画家の用いた手法

としての現物写生や写真利用の手法を取り入れたもの

で、あったと言えるだろう。

おわりに

筆者は、国観に注目する立場から、まず彼の作画を

「美術Jとしての日本画と、それ以外の「視覚伝達メディ

ア」としての作画の二つの領域に大別した。その上で、

後者に属する「ポンチ」を視覚伝達メディアとして捉え、

その伝達構造を分析した。

その結果、国観の「ポンチ」の機能としては、売薬版

画との関わりを背景に、受け手のニーズを敏感に反映

した情報伝達の機能を備えたものであることが示唆さ

れた。こうした国観のポンチの視覚伝達メディアとして

の構造を、時系列で捉えるならば、その伝達構造は、

日本に古来より伝わる見立ての手法であり、とりわけ幕

末維新期の浮世絵に顕著な、時事をパロデ、イー化する

遊戯性の趣向を継承したものであり、一方でその描写

は、近代絵画を制作した同時期の画家の用いた手法

を取り入れたもので、あったと言えるだろう。

ところが、この結果は、国観のポンチ一つの領域に

留まらない大きな意味を持っているものと筆者は考えて

いる。そこで、その点について述べて本稿を締めくくり

たい。近代日本美術史では、国観のポンチの構造への

継承が示された「浮世絵」は、国観がポンチを描いた20

年近く前に既に「美術(純粋芸術)Jと「マス・メディア

(情報伝達)Jへと完全な分離をおこし、時事をパロデ、イ

ー化する幕末維新期に特有の遊戯性の系譜は分離さ

れ途絶えたとされているのである64 そもそも、この「美

術」としづ概念や用語65は西洋のタブロ一芸術を範とし

て日本に移植された明治期の所産であり、そうした純

粋に芸術性の追究、自己表現の追究を目指すものとし

ての「美術」を歴史化したものが近代日本美術史である

と言える。近代美術の概念は未だに揺れ動いているが、

そうし¥った勢力が大勢を占めていると言っていいだろう。

そう考えると、そうした「美術」の要素ではなくて、受け

手のニーズを敏感に反映した」情報伝達の機能と遊戯

性が示唆された国観の「ポンチ」が、そうした「美術」を

歴史化した近代美術史で、顧みられなかったことも理解

できる。それはさらに、「売薬版画Jや「漫画JI絵本」に

21 

も共通して言えることであり、今後は、従来の「美術Jや

近代日本美術史を問い直す視点66が不可欠になると

思われる。このように、美術史のすきまからこぼれ落ち

てしまったに違いない膨大な視覚表現、視覚文化に光

をあててして必要があるのではないだろうか。

本稿におきましては、富山市売薬資料館学芸員の

坂森幹浩氏に、多くの資料のご提示と貴重なご教示を

いただきました。ここに心から御礼申し上げます。

また、この場をお借りしまして、明治期の絵本に目を

向ける貴重なきっかけを与えて下さいました聖和大学

教授の鳥越信氏、示唆に富んだご教示を賜った神戸

親和女子大学元教授の香曽我部秀幸氏へ、感謝の意

を述べさせていただきます。
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図1 尾竹国観《油断~ 1909年(明治42) 絹本着色扉風六曲一双東京国立近代美弥市官蔵

図2画報部案尾竹国観画 図3 I日露戦争ぽんち」広告 1905年(明治38)

《嘗世漫麗滑蔵紫員十種~ 1906年(明治39)

図4画作者不詳『沙河敗走ポンチ』第六東洋彩巧館 1905年(明治38) 5丁裏・6丁表原本はカラー

22 
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図5 構成者不詳尾竹国観画石原万岳案《恭軍大偲記念ポンチ~ 1907年(明治40)

図6尾竹国観画石原万岳案《露園ノアヤツリ人形》場面 1905年(明治38) 原本はカラー

図7尾竹国観画石原万岳案

《金州半島ノ封算》場面

1905年(明治38) 原本はカラー

23 
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図8撮影者不詳《旅順港内に閉じ込められたロシア

艦隊~ 1904年(明治37)6月23日撮影

図9 歌川国虎《羅得島湊紅毛船入津之図~ 1815年

(文化12)-1842年(天保13) 大判神戸市立博物館蔵

図10 五雲亭貞秀《朝比奈島遊び~ 1860年(万延元)大判

神戸市立博物館蔵

図11撮影者撮影年不詳

左《東郷平八郎連合艦隊司令長官》

右《第2艦隊司令長官・上村彦之丞中将》

図12 尾竹国観画石原万岳案『日露ぽんち槍噺勝捷山~ 1904年(明治37) 原本はカラー

24 
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図 13 尾竹国観《酉の市ポンチ~ 1906年(明治39)

図15美春《福神おかめ》

版元不詳明治中期頃細判

富山市売薬資料館蔵

図14撮影者撮影年不詳《酉の市》

図16尾竹国披(国観)

《出世鏡太閤記、橋之場》

熊本版刊行年不詳大錦判

富山市売薬資料館蔵

25 

図17尾竹竹竣

《七福神酒宴之図》小泉版

刊行年不詳大短冊判

富山市売薬資料館蔵
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図 18 東城鉦太郎《旅順攻園軍の敵量突撃~ 1904年

(明治37)

図19 尾竹国観《敵陣漸く乱る~ 1904年(明治37)
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図版出典

図 1相賀徹夫 『原色現代日本の美術第4巻東京画壇』

小学館、1978年。

図 2W寓真悪報』第1巻第2編、博文館、 1906年。

図 3W帝園諜報』第1年第2巻、 冨山房、1905年。

図 4大阪府立国際児童文学館蔵。

図 5W帝園悪報』第3年第7巻、冨山房、1907年。

図 6尾竹国観画、石原万岳案『日露恭戦ポンチ東郷大

購のおてがら』冨山房、 1905年。大阪府立国際児童

文学館蔵。

図 7尾竹国観画、石原万岳案『日露恭戦ポンチ東郷大

顛のおてがら』富山房、 1905年。大阪府立国際児童

文学館蔵。

図 8牧野喜久男編『一億人の昭和史日本の戦史①日

清・日露戦争』毎日新聞社、 1979年。

図 9神戸市立博物館編『異国絵の冒険~近世日本美術

に見る情報と幻想、』図録、神戸市立博物館、 2001年。

図10神戸市立博物館編『異国絵の冒険~近世日本美術

に見る情報と幻想』図録、神戸市立博物館、 2001年。

図11牧野喜久男編『一億人の昭和史日本の戦史①日

清・日露戦争』毎日新聞社、 1979年。

図12大阪府立国際児童文学館蔵。

図13W寓真聴報』第1巻第17号、博文館、 1906年。

図14W帝園聴報』第1年第2巻、博文館、 1905年。

図15富山市教育委員会編 『明治の売薬版画』図録、富山

市教育委員会、 1997年。

図16富山市教育委員会編 『明治の売薬版画』図録、富山

市教育委員会、 1997年。

図17富山市教育委員会編 『明治の売薬版画』図録、富山

市教育委員会編、 1997年。

図18W日露戦争寓真聴報』第11巻、博文館、 1904年。

図19W日露戦争寓真聴報』第8巻、博文館、 1904年。

注

1鳥越信編 『はじめて学ぶ日本の絵本史 I一一千会入本

から画帖・絵ぱなしまで一一』ミネルヴァ書房、2001年。

鳥越信編 『はじめて学ぶ日本の絵本史H一一15年戦

争下の絵本一一』ミネルヴ、ア書房、 2002年。

鳥越信編 『はじめて学ぶ日本の絵本史E一一戦後絵

本の歩みと展望一一一』ミネルヴァ書房、 2002年。

2小掘鞠音(1864年《文久4))-1931年《昭和6)))

画家で明治の典型的な歴史画をまず打ち出したのは、

千虎門下の小堀鞠音で、あったo彼は甲胃類の調査・保

存・修理、さらに製作まで及び、その若い頃に描いた

歴史もの挿絵は一頭地を抜いて正確だった。のちに彼

の門下となる安回収彦・尾竹国観・磯田長秋・小山栄

達・山川永雅・太田天洋らは、その挿絵に感動して歴

史画を志したので、あった(W美育』昭6・11)0 (日本美術
院百年史編集室編『日本美術院百年史』第3巻上

〔図版編〕、財団法人日本美術院、1992年、 385頁)

3 1898年(明治31)、岡倉天心(1862年《文久2))-1913 

年《大正2)))らにより創設された日本美術院の最初の
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展覧会が、日本絵画協会との連合で、第5回日本絵画

協会第1回日本美術院連合絵画共進会として開催され、

国観は第1回日本美術院連合絵画共進会から始まる

全10回のうち第1固から第7固まで出品している。1899

年(明治32)秋季の第2回《平家都落》で銅牌受賞、

1890年(明治33)春季の第3回《七難》で銅牌、同年

秋季の第4回《人道》で銅牌、 1891年(明治34)には、

春季の第5回《殿》、秋季の第6回《進軍》で実質的

な首位を意味する銀賞、銀牌をそれぞれ受賞している。

(日本美術院百年史編集室編、前掲書第2巻上〔図版

編〕、1990年参照)

4日本美術院百年史編集室編、前掲書第3巻下〔資料

編〕、 1992年、 273頁。

5当時天心は高橋太華に、僕の門には遺憾ながら天才

の才物はおらず、苦心して画を作るものばかりだ。しか

し尾竹兄弟の如きはまさに天才で、あって、その天才を

発揮して新境地を開くべきだとし、特に竹坂を評して惜

しい男だ、読書をさせたいとも語っていたとし旬。天心

は彼らの才能を認めながらも、日本美術の固有の特色

である壮麗で優美なものへの高い志をもとうとしない兄

弟への不満があったので、あろう。玉成会の審査員へは

時期尚早とみてあえて推逸しなかった。こうした天心と

尾竹兄弟の内面の租借は理解されぬまま微妙な確執

となって、明治四一年一O月玉成会の審査員指名の
酒席で表面化した。当時の人気と業績からすると後輩

にあたる鞍彦ら数名の青年を独断で指名した天心に

対して憤慨した竹域が、ついに国観と共に脱会、以後

天心とは挟を分かつことになる(日本美術院百年史編

集室編、前掲書第3巻上〔図版編〕、 1992年、 787頁)。

6こうした動きの一つの契機と考えられるのが、日本美術

院百年史編集室編、前掲『日本美術院百年史』第l巻

第15巻、財団法人日本美術院、 1989年 1999年の

刊行である。竹域と国観に関するこれまでの研究報告

を、以下に記す。

尾竹永一編『竹域遺芳』芸州堂、1936年。

尾竹親『尾竹竹域惇 その反骨と挫折』東京出

版センター、 1968年。

松浦あき子 「特集挫折せる変革者尾竹竹域JW三

彩~544号、三彩社、 1993年、 27-30頁。

尾竹俊亮『閣に立つ日本画家尾竹国観伝』まろうど

社、 1995年。

福富太郎 「福富太郎のアート・キャバレー2号!苫〔第2

回〕天心・大観にニラまれた不遇の尾竹竹坂・国観兄

弟JW芸術新潮』第48巻第7号、新潮社、 1997年、 136

140頁。

7松浦、前掲論文、 27頁。松浦の論考は、「志半ばにし

て倒れた彼が残したものは、 1920年代の地平を切り開

く礎となったJと、不遇とされた竹坂の晩年の画業を問

い直す新たな視点を持つ。

8 日本美術院百年史編集室編、前掲書第3巻上〔図版

編〕、 1992年、 786頁。

9坂森幹浩「富山売薬版画の概観J W明治の売薬版

画』図録、富山市教育委員会、 1997年参照。

10売薬版画が、わずか2点ではあるものの初めて浮世絵
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全集に掲載され、また10点の売薬版画が初めて海外

に紹介されたのが、昭和30年代のことである。(根塚伊

三松『日本海カラーブ?ツクス07売薬版画一一おまけ

絵の魅力』巧玄出版、 1979年、 157頁参照)

また、売薬版画を民衆版画のーっとして紹介したもの

に、当時根塚と親交のあった小野忠重による、『版画

一一日本のくらしの絵』ダヴィッド社、 1958年がある。

11清水勲(1939年《昭和14))-) 

近代漫画、風刺画、世相画研究の第一人者。

12 W寓真諜報』第l巻第l編-不詳、博文館、 1906年一不
詳。当世風俗や時事を主に扱っており、国観の作画も、

題材、テーマ、画風、表現性の全てにわたって多様で、

ある。挿絵は数多くの画家が担当し、そのなかでも最も

多く掲載された画家のひとりが国観である。現存する巻

号の目次を参考に、作画の掲載された合計巻数を、他

の主な画家と比較すると、尾竹国観(計13号)、中村不

折(計7号)、尾竹竹坂(計5号)、織田東再(計4号)、小

杉未醒(計3号)、久保田米斎(計2号)、宮川春汀(計2

号)、武内桂舟(計2号)となっている。

13清水勲『明治漫画館』講談社、 1979年、 140頁。

14明治を代表する同時期の漫画家としてあげられるの

は、「職業漫画家の第一号jとして近代漫画の祖とされ

る北沢楽天(1876年《明治9))-1955年《昭和30)))をは

じめ、「漫画」とし 1う語を広める上で一定の貢献をしたと

いう評もなされる小杉未醒(1881年《明治14))-1964年

《昭和39)))などである。未醒は、近代日本美術史では、

版画の独自性を追究する創作版画運動の一貫として

評される、美術文芸同人誌『方寸』に加わった画家とし

ても知られている。また、洋画の先駆者とされる浅井忠

(1856年《安政3))-1907年《明治40)))も、同時期の漫

画家として大きく取り上げられているひとりである。この

ように、漫画だけでなく近代美術史でも評価される仕事

を残した画家たちに比べて、国観に対する注目度は未

だ低い。

15注1参照。以下は、「絵本史」として書かれたものではな

いが、絵本史研究にとっても先行研究となる文献で、あ

る。

上笠一郎『聞き書・日本児童出版美術史』太平出版

社、 1974年。

上笠一郎『児童出版美術の散歩道』理論社、 1980

年。

瀬田貞二 『落穂、ひろい一一日本の子どもの文化をめ

ぐる人びと』上下巻、福音館書庖、 1982年。

瀬田貞二 『絵本論一一瀬田貞二子どもの本評論集』

福音館書居、 1985年。

16森桂園述、尾竹竹坂・尾竹国観画『お伽織はなし蹟

一編征露再生桃太郎』富里長松、明治37年12月20

日。

森桂園述、尾竹竹域・尾竹国観画『お伽捨はなし蹟

二編軍園対金太郎』甲辰社、明治38年2月10日。

森桂園述、尾竹竹域・尾竹国観画『お伽檎はなし蹟

三編排天令嬢の結域』 弘進社、刊行年不詳。

森桂園述、尾竹竹域・尾竹国観画『お伽檎はなし蹟

四編役界の抱咲軍人』弘進社、刊行年不詳。
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尾竹国観画『お伽繕はなし蹟五編軍突浦島武夫』

弘進社、刊行年不詳。

これらの書誌事項は、 1、2編は原本の奥付に従い、 3

-5編は現段階では現存が確認されないため、目録記

載事項に従った。

17各作品に共通するシリーズ名は定まっていない。広告

(図3)では「日露戦争ぽんち」と表記してこれらをまとめ

て宣伝しており、本稿ではそれを採った。現存が確認

できる作品を以下に記す。

北沢保次『ぽんちお伽捨噺明治桃太郎』富山房、

明治37年1月1日。

石原万岳案、尾竹国観画『日露ぽんち繕噺日本勝

捷山』冨山房、明治37年3月24日O

石原万岳案、一条成美画『日露ぽんち桃太郎のロ

スキー征伐』冨山房、明治38年2月6日。

石原万岳案、尾竹国観画『日露恭戦ポンチ東郷大

購のおてがら』富山房、明治38年9月4日。

18これまでの研究報告を以下に記す。

松本猛『絵本論一一新しい芸術表現の可能性を求め

て』岩崎書庖、 1982年。

中川素子『絵本はアート一一ひらかれた絵本論を目

指して』教育出版センター、 1991年。

藤本朝己『絵本はし 1かに描かれるか一一表現の秘

密』日本エデ、イタースクール出版部、 1999年。

中川素子、今井良朗、笹本純『絵本の視覚表現一ー

その広がりとはたらき』 日本エディタースクール出版

部、 2002年。

また、こうした従来の領域の枠組みを越えた研究を提

唱して設立されたのが、絵本学会である。以下はその

設立趣意書(1997年)である。

「絵本は、デザインとしての造形手法を内在し、視覚言

語や視覚コミュニケーションの本質に触れる表現性を

持ってします。絵本は、一面的な絵画的評価や文学

的評価だけにとどまらず、メディアや芸術表現としりた

分野を含め、もっと多角的な表現の視座からもとらえる

必要があります。・…ー従来の絵本領域の枠組を越えた、

造形学、美学、美術史、哲学、記号学、論理学、教育

学、言語学、心理学、文化人類学などの諸科学、また、

デザイン、絵画、映画、演劇、文学、漫画その他さまざ

まな分野の専門家相互の協力による情報交換、共同

研究が望まれます。」

19松居直『絵本を見る眼』福音館書庖、 1978年、 291

頁。

20国観と竹域は、日本画壇でも派閥や活動を同じくし、

日本画、画報、絵噺など多くのジャンルに共作が見ら

れるなど、共に注目すべき存在である。筆者は、絵本

研究の立場から注目した作画に国観単独作が目立つ

ことなどから、とりわけ国観に注目している。

21国観が絵を担当した「日露戦争ぽんちJは、いずれも石

原万岳(文久5年((1865))一大正11年((1922)))案である。

また、国観の漫画、双六など多くの作画にも、石原万

岳案と記載されたものが目立つ。これにより、万岳の立

場を現代の編集者やフ。ロデ、ューサーとみなして、彼の

意思が国観の作画に影響を与えた可能性をも鑑みる

28 

必要がある。しかし、本稿はその点を問うものではなく、

受け手に対する送り手としての国観自身の意識の有無

をことさらに問うものでもない。あくまで国観のポンチの

伝達構造を、そうした観点により明らかにしようとするも

のである。なお、万岳との関係については、今後別稿

で考察したいテーマである。

22 Charles Wirgman (1832-1891) 

イギリス人画家で、退役陸軍将校のワークゃマンは、ロンド

ンの有力な画報誌「イラストレイティッド・ロンド、ン・ニュ

ース」の美術通信員として、 1861年(文久元年)春に日

本へやって来た。彼の来往は、日本近代漫画の発達

に、はかり知れない基盤を提供した。(須山計一 rwジ
ャパン・パンチ』とその影響J雄松堂書庖編 WTHE

JAPAN PUNCH解説』雄松堂書倍、1975年参照)
23パンチとは英国の盛り場で昔から人気を集めていたあ

やつり人形の主人公で、鼻が長く曲ったせむしの男の

ことであり、 THEJAPAN PUNCHの表紙にはイギリスの
パンチと日本のパンチが握手をしている場面が描か

れている。(横田洋一 rWジャパン・パンチ』とその周辺
一一横浜居留地の諸問題」雄松堂書盾編、前掲書、

36-37頁参照)

24 W圏圏珍聞(まるまるちんぶん)Jl第1号 第1654号、圏
園社、 1877年一1907年。

自由民権運動を支援する調刺画を載せて人気を博し

た。創刊号の表紙の上に「於東京絵(おどけえ)Jと付し、

表紙に描かれた3人の男は、前掲のパンチ風の男であ

る。(須山、前掲論文、 16頁参照)

25石子)1慎『日本漫画史上巻』大月書庖、 1979年、 55

頁。

26 W東京パック』第1巻第1号 第8巻第13号、東京パック

社、 1905年 1912年。

27 清水勲「北津楽天J酒井忠康、清水勲『近代漫画

V 大正前期の漫画』筑摩書房、 1985年、 46-47頁

参照。

28 単行絵本以外に、国観が子ども向けにポンチを描い

たかどうかについては、今後確認していきたい。

29 本稿は、国観の作画聞の比較を主とするものであるた

め、小型本に描かれた他の画作者によるポンチと、国

観によって描かれたポンチとの表現上の違いについ

ては、両者の図版の提示によって示すのみに留めた。

今後、詳細な比較分析を行う必要がある。

30 W日露戦報』第1巻-不詳、冨山房、1904年一不詳。

31 W軍国悪報』第1年第1巻-第2年第11巻、富山房、

1904年一1905年。

32 W帝園諜報』第I年第1巻-第3年第13巻、富山房、

1905年一1907年。

33 ~恭軍大偲記念ポンチ 》は、前掲の同富 山房刊行

の子ども向けの『日露恭戦ポンチ東郷大蹟のおてが

ら』のなかの4場面をそのまま抜粋し単純に並べて組

み合わせたものである(ただし、 4隅に配された写真に

ついては右上の1図を除いて、このポンチのために付

加されたものである)。したがって、これについては、

『日露恭戦ポンチ東郷大購のおてがら』の分析の際

に参考として掲げることとする。



窪田美鈴 「視覚伝達メディアとしての尾竹国観の『ポンチ~J

34 同誌に掲載された、国観と竹域による「漫画」や「ポン

チ」と称されていない圧倒的多数の作画を、清水は視

野に入れ、漫画として論じている。この時代において

は「漫画JIポンチ」としち呼称の有無が、作画の内容

を的確に示してしもとは限らなし、ことが示唆されるが、

まずは本稿では「ポンチJと題された作画を分析対象

とする。

35 富山房の絵本については以下に詳しい。

道端香苗「冨山房の絵本シリーズー-w日露戦争ポ
ンチ』と『家庭のたのしみJlJ鳥越信編『はじめて学

ぶ日本の絵本史 I一一絵入本から画帖・絵ぱなしま

で一一』ミネルヴァ書房、 2001年、 143-159頁。

36 とれらは10数場面にわたる絵で展開されている絵噺

である。本稿は、「絵本Jとして分析することを主たる目

的としないため、今回は場面展開については言及し

ない。また、各場面の表現はそれぞ、れにバラエティー

に富んでしもが、本稿はそれらを詳述することを目的

とするものではない。本稿の目的にしたがい、全体に

特徴的な構造を述べてして。

37 牧野喜久男編『一億人の昭和史日本の戦史①日

清・日露戦争』毎日新聞社、 1979年、 176-182頁参

昭。

38 塚原晃「流布される異国JW異国絵の官険~近世

日本美術に見る情報と幻想』図録、神戸市立博物館、

2001年、 93頁。

39 辻惟雄(1932年《昭和7))-) 

装飾美術を2次元的とする西洋美術の考え方に対し、

それとは全く異なる日本美術のあり様を呈示してきた。

主著『奇想、の系譜』美術出版社、 1970年。『日本美

術の表情 「をこ絵Jから北斎まで』角川書肩、

1986年(辻惟雄『岩波日本美術の流れ7 日本美術

の見方』岩波書居、 1992年参照)。

40 辻惟雄『岩波日本美術の流れ7 日本美術の見方』

岩波書庖、1992年、 86頁。

41 小林忠『浮世絵の歴史』美術出版社、 1998年、 49

頁。

42 I朝比奈jとは、源頼朝没後の源家の二大柱の一人、

和田義盛の三男で、平氏との数々の戦いで活躍した、

朝比奈三郎義秀を指す。彼の武勇伝は様々に形を変

え、歌舞伎や浮世絵、絵草紙などに多くの題材で描

かれた。

43 5場面目の《世界ノ東郷》の場面では、得意気に「東

郷カラーJI東郷ネキタイ」を身につける紳士と、それを

褒め称える淑女が描かれる。実際に、との『日露恭戦

ポンチ東郷大蹟のおてがら』が刊行された頃、東郷

帽子、東郷カラー、東郷硬貨入れ、東郷歯磨きなど、

東郷平八郎にあやかった商品が続々と登場(家庭総

合研究会『明治・大正家庭史年表』河出書房新社、

2000年、 320頁)しており、東郷にまつわる流行の商品

をいち早く取り入れたものであることが分かる。

44 序章で、竹域と国観が専属で絵を担当したシリーズと

して紹介した「お伽捨はなしJにおいても、昔噺を日露

戦争とし 1う時事にパロディー化した構造が見られる。

『お伽檎はなし蹟一編征露再生桃太郎』については、
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拙稿「昔噺絵本一-lJ桃太郎』絵本の視覚表現の変

遷」鳥越信編『はじめて学ぶ日本の絵本史 I一一

絵入本から画帖・絵ぱなしまで 』ミネルヴァ書房、

2001年、 207-223頁を参照されたい。

45 酉の市のはじまりは武州葛西花又村(東京都安立区

花畑町)の鷲神社の祭礼、その後江戸各地の鷲神社

でも市を開く風が広まり、とくに浅草の酉の市は多くの

参詣者で賑わうことで有名になった。現在でも、鷲神

社をはじめ、他の社寺でも境内に鷲神社を勧請し、こ

の祭を行う所は多いとしづ。(田中宜一、高日登『三

省堂年中行事事典』 三省堂、 2000年、 346頁参照)

46 田中宜一、高日登、前掲書、 346-348頁参照。

47 家庭総合研究会、前掲書、272頁参照。

48 以下は、富山市売薬資料館の分類による。

名所絵(富山名所、 一般)、信仰絵、福絵、暦絵、役

者芝居絵、歴史絵、戦争絵、相撲絵、風俗絵(子ども

遊び、一般)、風流絵、喫斗絵、薬広告、その他(坂森、

前掲論文、 58頁)。

49 売薬版画の絵師としては富山最初の人である松浦守

美が、嘉永年間に登場することにより、売薬版画の特

徴が完成した時期(坂森、前掲書、 54頁)。

50 坂森、前掲論文、 55頁。

51 根塚、前掲書、 94頁。

52 根塚、前掲書、 124頁。

53 次の文献を参照した。

根塚、前掲書、 124-125頁。

坂森幹浩「一枚の売薬版画からJW富山市筆牛人
記念美術館館報』第9号、富山市筆牛人記念美術館、

2000年、 63-65頁。

54 近代における日本の戦争画は、明治27年(1894)には

じまった日清戦争とともに幕をあけたとしりてよい。こ

のとき、小山正太郎、浅井忠、山本芳翠、黒田清輝な

どの洋画家たちが従軍して多くのスケッチや完成作を

残した。かつての錦絵とは違って、戦争の現場で、そ

の模様を正確に伝えようとする戦争画がはじめて登場

してきたのである。日本画家では、久保田米俸と西郷

孤月が従軍している。以降、日露戦争からやがて太

平洋戦争にまでいたる近代の戦争画が、次々と描か

れるようになる(高階秀爾『日本絵画の近代江戸か

ら昭和まで』青土社、 1996年、 282頁)。

55 木下直之『美術としち見世物』筑摩書房くちくま学

芸文庫>、 1999年、 254頁。

56 W日露戦争寓真聴報』第1巻一不詳、博文館、 1904年

一不詳。

57 木村小舟『少年文学史明治編』童話春秋社、

1942年、 323頁。

58 W日露戦争賓記』第I編-第110編、博文館、 1904年

-1905年。

59 I写真Jとはもともと絵画の用語であり、それが「フォトグ

ラフィー」の訳語にあてられ、やがて定着することにな

る。(木下、前掲書、参照)

60 図の左には次の文が添えられている。

(第二回旅順港閉塞船である)I福井丸の爆投沈波せ

んとするや、贋瀬中佐は悉く部下を端舟に乗り移らし
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めしに濁り杉野兵曹長在らず平生部下を愛撫する中

佐は三度び之を捜索したれと(ママ)得ず、今や敵の

巨丸雨の如く降り潮水既に上甲板を浸しつ〉あり。 Jま

た、同年6月の第3巻にも《第三次旅順隊員上陸して

敵墨に肉薄す》が描かれ、決死隊が「時は5月3日、

風涛怒競の異夜中に旅順口黄金山の砲蓋目がけて

攻め上る(後略)J様をやはり実写的に描いている。

61 尾竹親『尾竹竹域停 その反骨と挫折』東京出

版センター、1968年、 109頁。

62 従軍画家による戦闘場面の視覚化について、高階は

次のように述べている。

「従軍画家たちは、従軍とはしりてもじかに実際の戦

闘場面に立ち会う機会ははなはだ少なかった。......

浅井忠の従軍スケッチが、もっぱら戦闘が終わったあ

との戦場の情景や後始末の模様で占められているの

は、当然のこととしりてよい。日本海海戦のときの三笠

艦上の東郷提督をはじめ、多くの戦争画を描いた東

城鉦太郎(図18)も、あとからできるかぎりの実地調査

はしてしもが、戦闘そのもののようすは、し 1ろいろ話を

聞いて描いたと語っている。つまり画家は、実際に見

ていない場面をも描かなければならないのである。

ーさらに、実際に戦闘情景を見たとしても、激しい

混乱にみちた場面をどのようにまとめあげるかとしづ問

題がある。画家はいわばその構想力を問われるので

ある。J(高階、前掲書、 283-284頁)

63 日清・日露戦争期から、戦死した息子の肖像を、肖像

写真や、写真をもとにした写真画にして飾る風習が始

まり、また、洋画家の浅井忠や日本画家の竹内栖鳳

などとしりた、近代の洋画や日本画を制作した明治

の画家も、絵画制作の際に写真の利用を頻繁に行っ

ていた。(飯沢耕太郎『日本写真史を歩く』筑摩書

房くちくま学芸文庫>、1999年、及び、木下、前掲書

参照)

64 近代美術史では、「浮世絵Jは、新たな創造性の獲得

という視点から月間芳年の死をもって終駕とされ、そ

の後「日本画Jr版画」へと変容したとされる。一方、時
事報道の視点では、浮世絵は国観がポンチを描いた

日露戦争期にはまさに消滅しつつあり、その役割は、

実質的に写真報道に取って代わられていった。辻の

指摘によれば、 浮世絵に顕著で、あったパロデ、ィーなど

の「遊戯性の系譜Jは、「そこ(日本画・版画)に新たな

自己表現の場を見出すことができないまま現在にい

たっている」とされる。その上で、現代のマンガにr<鳥
獣戯画〉を生んだ日本の芸術的伝統の血脈を感じる

のだ」とする辻の指摘は示唆に富んだものである。(小

林忠、前掲書、160頁、及び、辻惟雄、前掲書、86・93

頁参照)

65 以下の文献に詳しい。

北津憲昭『眼の神殿一一「美術」受容史ノート』美

術出版社、 1989年。

佐藤道信 W<日本美術)誕生』講談社、 1996年。

66 90年代前後から、既存の美術史学において、近代日

本美術史を成立させた「美術Jや既存の「美術史」そ

のものの見直しがなされ始めた。主な研究報告を以

30 

下に記す。

北津憲昭、前掲書。

木下直之『美術としづ見世物 油絵茶屋の時代』

平凡社、 1993年。

佐藤道信、前掲書。

高階秀爾監修『絵画の明治 近代国家とイマジ

ネーション』毎日新聞社、 1996年。

東京国立文化財研究所編『語る現在、語られる過去

一一日本の美術史学100年』平凡社、 1999年。

-執筆者について

窪田美鈴(くぼた・みすず)

愛媛県松山市に生まれる。広島大学学校教育学部小学校

教員養成課程美術領域卒業。神戸大学大学院総合人間科

学研究科博士前期課程修了。現在、同研究科博士後期課

程に在籍。絵本学・視覚文化研究専攻。

E-mail: 984f346f@yOl.kobe-u.ac.jp 


